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　 令 和 ６（２０２４） 年 ２

月 １７ 日（ 土 ） ～ １８ 日

（日）の ２日間で、第 ５９

回 全日本 登 山 大 会 千

葉 大 会（TOZAN FES 

２０２４inCHIBA）を 千 葉

県 富 津 市 の 浜 金 谷 地

区および房総の山々で

開催しました。令和元

（２０１９）年 ９ 月に岐阜県

で開催以来、４年ぶりで

す。２０１９ 年 ９ 月の１５ 号台風により房総の山々は甚大な

被害を受け、倒木や崩落等で山に立ち入ることもできな

い状態になりましたが、県内登山３団体で房総の山復興

プロジェクトを立ち上げ、多くのボランティアの協力を

得て登山道の復旧に取り組み、４年かかりましたが主要

な登山道の整備が完了し皆様をお迎えする準備が整い

ました。

　今大会は従来と趣を変え、登山イベントだけでなく一

般登山者にも広く登山の楽しみを知っていただけるよ

う、登山用品メーカーブース、トークショー、救急法の

講習会、トレラン等を、旧金谷小学校を主会場として開

催しました。

「全体参加者」
加盟団体：５３名、一般登山者：４６名

千葉県スタッフ：４４名、合計：１４３名

（ トレラン＋メーカーブース設置関係者は、独立採算で

協賛会社が担当）

　他メーカーブース見学者、トレラン参加者、協力者の

合計では約１,７００人が参加いただきました。

「�後援：千葉県、千葉県スポーツ協会、富津市、鋸南町、
鴨川市、南房総市、富津市観光協会」
「開会式」

　２月１７日　鋸南町立中央

公民館にて主催者挨拶を丸

会長、岩崎会長が行いご来

賓の祝辞を富津市長の高橋

恭市様、鋸南町長 白石治和

様よりいただきました。

「登山イベント」
◦Ａコース「花嫁街道」

「むかし花嫁が歩いたみち」をたどる

◦Ｂコース「鋸山」
鋸山の一等三角点を訪ね「東京湾を望む道」を歩く

◦Ｃコース「御殿山・大日山」
椿のトンネルをくぐりヤマトタケルゆかりの山を散策する

第59回全日本登山大会千葉大会（TOZAN FES 2024inCHIBA）報告

（所要時間：約５時間）
案内：千葉県高体連５人＋救護１名、加盟団体：９名、一般：６名、合計２１名
参加しました

（所要時間：約４時間半）
案内：嶮稜登高会４名＋救護１名、鋸山ガイド：１名、加盟団体：２０名、一般：
４名、合計３０名参加しました

（所要時間：約４時間）
案内：ならしの山の会：２名・京成山岳部：３名＋救護１名、加盟団体：７名、一般：
１８名、合計３１名参加しました

丸会長；開会の挨拶
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◦Ｄコース「鎌倉古道・房州アルプス」
梨沢七ツ釜を周回する鎌倉古道、房州アルプスを歩く

「メーカーブース」協力メーカー ３８社

メーカーブースの見学者：２日間合計１,０００人以上

◦１７日　６００人以上＋登山イベント参加者

◦１８日　 ４００ 人以上＋登山イベント参加者＋トレイル

ラン参加者

「トレラン」
参加者：シングル ２９３名（男子２３１名、女子６２名）

 完走率１００％

　　　　ダブル ２１２名（男子１８９名、女子２３名）

 完走率９３．４％

「閉会式」
　２月１８日１５時より閉会式を行いました。

　４年間のブランクのあとに初めて千葉県で混乱もケ

ガもなく開催できたことありがとうございました。

全国の加盟団体参加者の皆様
メーカーブース協力者の皆様
トレラン協力者の皆様
後援市町の皆様
千葉県スタッフの皆様、本当にありが
とうございました。
　来年度の新潟県山岳協会の皆様、
よろしくお願いします。

（千葉県山岳・スポーツクライミング協会
 理事長　蛭田 伸一）

（所要時間：約５時間）
案内：日本山岳会千葉支部：４名＋救護１名、加盟団体：４名、一般：１８名、
合計２６名参加しました

38社の登山用品メーカーが集結。
手作り品も手に取って見られました

田中正人氏によるトークショー

校庭ではテントも勢ぞろい

山での応急手当講習会。
フィジカル接骨院HOPE 左右田院長

トレラン　スタート

「交流会」フィッシュにて81名で開催

体育館前で地元のキッチンカー「おらが市」のにぎわい

「聖杖引き継ぎ」
千葉県から新潟県へ

房総復興プロジェクト写真展

岩崎会長：閉会の挨拶



4

２月２～５日　ワールドカップ報告

SKIMO

　２０２４年２月２～５日、スイスのVillars-sur-Ollonで第４

戦のワールドカップが行われました。

　オリンピック種目であるMIXED RELAYの開催は今

期３回目となります（ワールドカップ第２戦のアンドラ・

Arinsal大会はIndividualとVertical種目のみ実施）。この

大会で島徳太郎・田中友里恵ペアがＡ決勝に残り、アジ

アでも初めて８位と好成績を収めました。

　今回のコースはスプリント的要素が強い短めのコース

で、ミスを少なくすることが課題でした。途中、１周目と

２周目がクロスするコースで、ミスは許されません。また

斜面も固く、そしてスキー滑降コースは狭く、凹凸も多く

大変テクニカルでした。

　今期に入りチームジャパンにおけるMIXED RELAYは、

波乱万丈でペアが入れ替わってきました。初戦ではコー

スミスで失格となるペアもあるなど、なかなか実力が出

し切れませんでした。その中で遠藤健太・上田絢加ペア

は二人でインスペクションを回ったり、密にコミュニケー

ションを取りながら、正確さを求めていました。その結

果、初のＡ決勝進出で１１位に入りました。

　日本にとって成果を出すには、この正確さとトランジッ

ト（登攀と滑降の切り替え動作）の精度を上げること。そ

してチームワークしかないと、２回目、３回目の大会で積

み上げていきました。トランジットの精度を上げるため

に、他国のシールの準備の仕方を研究したり、ワンピー

スを新しく自分たちが使いやすいように工夫したりして、

数秒ずつ短縮しました。また、選手同士で毎日話し合い、

練習も指摘しあい、改善点が有れば共有しながらミー

ティングを行ないました。現在のチームワークも良く、そ

のような選手全員での積み上げが、今回の島・田中ペア

が８位を収めたという結果をもたらしたと思います。

　MIXED RELAYは総合力が問われるということが結果

からわかります。１戦目はフランスが優勝。２戦目はイタ

リア。３戦目はスペイン。まだこれから精度を上げること

により、日本が入賞圏内を狙えることも視野に入ってき

ます。

　その他、SprintとIndividualの種目も行われました。ど

ちらも個人種目で、Sprintはオリンピック種目です。オリ

ンピアンになれるのは、様々な関門があり、世界で男女

１８人ずつ。そんな狭き門ですが、まず島徳太郎選手がこ

のVillars-sur-Ollonでは参加選手７０％以内に入りました。

まだ、アジア枠の詳細が決まっていませんので、何人出

られるかは分かりませんが、選手が一丸となって、自分の

ために、チームのために戦い続けています。

　そして残念ながら、一度は決まったオリンピック種目

でしたが、外れてしまったIndvidual。こちらも３名の選

手が参加し、正確さを活かしてトランジットで前の選手

との差を詰めたり抜かしたりするなど、こちらも少しずつ

進歩しています。

　今シーズンのワールドカップは、残りはイタリアの

Cortina d‘Ampezzo。まずここでのペアは、イタリアのVal 

Martelloでの成績と、さらに日本選手権のＭＩＸＥＤ Ｒ

ＥＬＡＹのタイムトライアルの結果により、３チーム出場

を予定しております。応援して下さる方々に良い結果を

お伝えできるようにSKIMO Japan Teamは今後も課題を

持って取り組み、前進していきますので、ご支援宜しくお

願い致します。

 （SKIMO　日本代表コーチ　堀部倫子）
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２月１７日 宇奈月温泉 SKIMO次世代体験会

SKIMO

　今期２回目となる体験会は、地元富山を中心とした参

加者の笑顔があふれながら取り行われました。

　場所は、富山県宇奈月温泉スノーパーク。ここで２０２４

年２月１８日に日本選手権のIndividualレースが行われ、

その前日の１７日に今回の体験会が行われました。

　参加者は地元の大学生、小学生、親子。遠くから兵庫

の学生も参加しました。また、地元の新聞社やテレビの

取材も入り、周知して頂けました。前回は競技に興味を

持った子ども達が中心でしたが、今回の声掛けで集まっ

たのは楽しむために登ってみたいという参加者。すそ野

を広げるためにさまざまな参加者が集まり、そして地域

密着であるというのはＪＭＳＣＡの強化チームやコーチ

として、とてもうれしく思います。

　体験会は、まず「SKIMOとは何？」「どうやって登る

の？」「アルペンスキーと用具は何が違うの？」といった

基本知識から始めました。SKIMOのギアは見るのも初

めてのため、「ブーツのフロントだけ固定して、シールを

付けて板をまっすぐして登れるんだよ」と伝えてもまだ

半信半疑のようでした。

　それでは実際に体験してもらおうと、板を持って、

ブーツで歩いて外に出てもらった瞬間に、軽い！歩き

やすい！とまず感激。板をビンディングに付けるときに

は、小さな凹凸にブーツを合わせることに苦戦していま

す。なかなか入らないのを目の前でコーチたちがセット

したので、それを見て一生懸命練習し、入らない！むつ

かしい！でも楽しい、と相反する言葉も上がっていまし

た。

　その後は選手が登っている斜面での登攀にトライ。ジ

グを切って登ってみたり、直登したり。自分自身が真っ

すぐ登れる事に驚きを隠せない様子です。登れる事が

楽しくなったのか走ってもいました。

　ゲレンデトップまで登りきり、次はスキーで滑りま

す。実際、参加者の半分はスキーは得意ではなかった

り、久しぶりのスキーだったり。軽いスキーに戸惑いな

がらも、転んでは立ち上がり、そして笑ってと、心から

楽しんでいる姿を見て、これが本来あるべき姿であり、

体験会の真意でもあると思いました。

　最後に、２つのチームに分けて、リレー形式で２つの

チームに分けてポールを回って帰ってくるという簡単な

レースを行ないました。仲間の為にしっかり自分自身が

頑張って走ると真剣そのもの。参加者にとっては非日常

であり面白かったとのお言葉もいただきました。

　今回の日本選手権には、１２月の白馬での体験会に参

加して、楽しいからと参戦してくれた１２ 歳の中学生も

います。また、昨年は本大会を応援に来ていた中学生の

女の子もいました。昨年の八方バーティカル大会で体

験をしてもらい、経験を積んでもらい、２人ともバック

カントリーのテクニカルなコースを滑降し、気温が上が

り崩れやすくテクニカルになった斜面の登りも完走して

います。感想を聞くと、「難しかったけど、楽しかった！」

と言っていました。

　体験会に競技要素を盛り込む一方、本来の一番のモ

チベーションである「楽しいからこのスポーツをした

い！」という気持ちを忘れずに、今後ものびのびと育っ

ていく環境を整備して未来に繋げていきたいと思いま

す。今後も活動を続けていきますので、ぜひ興味がある

子どもたちにお声がけ頂けますと幸いです。

（SKIMO　日本代表コーチ　堀部倫子）
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鳥取県大山 令和５年度
氷雪技術研修会、主任検定員Ａ養成講習会、

コーチ２養成講習会報告
令和６年２月３日（土）～４日（日）

　鳥取県大山において氷雪技術研修会および　主任検

定員Ａ養成講習会、コーチ２養成講習会が大山自然歴

史館および大山南光河原にて開催された。

　今回は研修 １０ 名、Ａ級主任検定１名、コーチ２養成

講習２名、講師２名、鳥取県スタッフ６名の計 ２１ 名で

の開催となった。

　今年の大山は１月下旬、日本海で降雪があり講習に

は十分な積雪があり、両日とも天候に恵まれ、また、関

西、中国、九州、北陸からも参加者があり、充実した講

習が行われたものと思います。鳥取県山岳・スポーツ

クライミング協会の皆様には事前準備からご尽力いた

だきまして誠にありがとうございました。

以下に参加者の代表の感想を掲載いたします。

（指導委員会　野村善弥）

熊本県 あそ望山岳会　澤田 佳子
　２月３、４日に大山で行われた氷雪技術研修では、ス

タンディングアックスビレイ、滑落停止、支点構築な

ど、雪山で必要とされる技術について学びました。講

師の堤さんの親しみやすいお人柄と、身につくまで繰

り返し練習するというブレない姿勢が参加者のやる気

を起こさせていたと思います。ひとりひとりの様子を

見ながら、どこを直せばできるようになるのか、それが

難しい場合は今回の研修では何を目標にして訓練する

かなどを声かけしながら進められていたので、時間に

追われて、できるつもりになって終わるのではなく、自

分でできることを確認できるまで取り組むことができ

ました。これはとても良かったと思います。私自身は、

滑落停止訓練は何度かやったことがあるのですが、回

転して落ちながらアックスを打つというのは初めてで、

トライするたびに姿勢やタイミング、動作など具体的

な修正点を教えていただけたので、こうすれば大丈夫

という確信が持てて自信になりました。

　貴重な学びの機会をいただきありがとうございまし

た。今後の活動に生かしていきたいと思います。

福井県 福井山岳会　長井 浩太郎
　現在、時代の変化により、昔日のような山会の運営

は難しくなり、各山岳会も高齢化 が進み、ネットによ

り簡単に情報が手に入る時代になっています。

　その結果、ＳＮＳ等の成功体験情報が先行し、より容

易 に山に立ち入ることができる世の中になり、俗に言

う誰がリーダーか判然としないＳＮＳ登山グループの

出現、基本技 術を習得していない登山者の増加等々、

従来の山文化の伝承が難しくなっています。

　さて、私自身、過去を振り返ると山により、人生は

豊かになったと断言できますが、 年齢も上がり、自身

が楽しむだけでなく、お世話になった先輩の意思を繋

ぎ、山文化の伝 承に少しでも資献できればとの想いか

ら、所属する県岳連やＪＭＳＣＡ遭難対策委員会等 に

携わる機会を頂いています。前置きは長くなりました

が、今回コーチⅡの講習を受ける に当たり、ＪＭＳＣ

Ａの指導委員会の方々をはじめ、鳥取県連の皆様には

大変お世話に なったことを先ずもってお礼申し上げた

い。皆さんのご尽力を無駄にしないよう指導者と して

レベルアップできるよう努力し、少しでも山文化の伝

承に貢献したいと思っていま す。堤講師の「山は基本

をしっかり身につける。しかし、基本だけでは駄目だ。

それは、天気が良い時の話。」→適応力（引き出し）を磨

く、野村委員長の「初心者は、何も知らない、教えても

伝わっていなければ、伝え方が間違っている。」→講習

生の目線まで下りて教える。　まさにそのとおりだと

思います。また、皆さんにどこかでお会いできることを 

楽しみにしています。ありがとうございました。

受 想感生講
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●考察
　今回、アウサンガテ北壁の登攀が成功した要因とし

て、以下の事柄が考えられる。

①遠征時期の選定が適切であった。
→ 気候の項でも述べた通り、今回は時期が進むにつれ

て壁の氷が消滅し登攀が困難になることが予想され

た。その為、一般的な登山適期からおよそ１か月早め

たが、これが功を奏した。遠征出発前は時期が早すぎ

て天候が安定せずまともなトライができないなどの

不安があり、また、現地でも時期が早すぎるためノー

マルルートからの登頂すら厳しいと言われたが、それ

らはすべて杞憂に終わった。５月に入ると強烈な日射

による融雪、解氷が一気に進み、順応前と本トライ時

では壁の状態も大きく変わって見えた。おそらく１週

間でも登攀時期が遅くなっていたら登攀難易度はさ

らに上がっていただろう。

②�ルートの地理的特性を把握し、それを考慮した登攀ラ
インと通過時刻を設定できた。

→ 今回の登攀ラインは、壁の弱点として氷雪のクーロ

ワールを選択した。しかし、クーロワールは落石、落

氷、雪崩等の落下物が集約される地形でもある。前述

したように日中は日差しによって大量の落下物が予

想されたので、特に危険な下部では夜間登攀を行っ

た。結果として２ピッチ目でいきなり雪崩まがいのス

ノーシャワーを食らってしまったが、それ以降は比較

的安全な（強点でもある）岩壁、クーロワール内の端

や岩陰、リッジ状を通過することをより心がけたこと

により、落下物に悩まされることは無くなった。また、

昼近くになると落下物が増え、緩んだ雪によるラッセ

ルも酷くなったため無理せずビバークとした。

③安全かつ快適なビバーク地を選定できた。
→ ②に通じるものがあるが、今回のビバーク地は全て落

下物から完全に守られ、かつ２人とも横になれる快適

な場所であった。これにより精神的、肉体的に大幅に

回復することができた。

④危険地帯を素早く通過できるシステムを採用した。
→ ベースからの偵察で、クーロワール下部の氷が薄く

急峻なパートと上部氷瀑が技術的核心で、それ以外

は単調な雪壁登りになるという見当をつけていた。そ

の為、上記核心部以外はナノトラクション及びタイブ

ロックを使用した同時登攀を積極的に行い、登攀ス

ピードを上げた。

　 また、今回は比較的直線的なラインどりが予想された

ため、クライミングロープとしてシングルロープであ

るベアール・ジョーカーゴールデンドライ９．１mm

×６０ｍを使用し、困難な箇所でのフォローのユマー

リング及び懸垂下降用にスタティックロープのペツ

ル・ピュアライン６ｍｍ×６５ｍを携行した。これによ

りロープ操作がシンプルになり、同時登攀と隔時登攀

の切り替えもスムーズに出来た。

　 これらによってクーロワール内で立ち止まる時間を

ほとんど無くすことができた。

⑤軽量化
→ 言うまでもないが、装備はできるだけ軽量なものを使

用した。また、プロテクション類は必要最低限のもの

を持参し、過不足はなかった。

　 食料は朝晩はアルファ米、行動食は菓子類１０００kcal

前後を携行した。アルファ米の分量はＣ１は１００ｇ、

Ｃ２は８０ｇ、Ｃ３以降は６０ｇとした。高所の影響によ

る食欲の減衰もあり、空腹感はなかった。また、行動

食は少し余る程度であった。

⑥氷雪登攀能力及び冬季装備での岩壁登攀能力
→ 鈴木、成田ともに北海道を中心にアイス、ミックスの

トレーニングを積み（Ｗ１６、Ｍ１０ 程度）、氷が存在し

ていれば確実に登れるという自信は持っていた。特

に、日常的にＭ８以上のミックスルートに触れていれ

ば、垂直前後の氷ではいくらでも粘れるようになると

感じる。

　 鈴木は直前にカナダでポーラーサーカス等、成田は日

高・コイカク沢や甲斐駒アイスソロ継続などで長く

令和４年度JMSCA海外登山奨励金（後期）登山隊報告

2023ペルーアウサンガテ遠征 概要報告 連載❸

成田　啓　鈴木雄大 記

Enjoy Climbing

遠征期間	：2023/4/18〜6/10
山　　域	：ペルー　クスコ地方　ビルカノタ山群
メンバー	：鈴木雄大（au	FG、稲門山岳会、札幌北稜クラブ所属/28）

成田　啓（北大山の会所属/26）
ル ー ト 	：	アウサンガテ北壁初登攀「Japonés	Directo」
	 		（ハポネス	ディレクト）。
	 		1100m	-	5.10a,	WI6	（同時登攀も入れて36p分）

最後の稜線直下のトラバースを終えホッとする成田。写真＝鈴木雄大



8

映画紹介

各国でロングランヒットを記録し、第96回米アカデミー賞国際長編映画
賞アイスランド代表作品で、ショートリストにも選出された、北欧発のス
リリングで壮大な人間ドラマ『ゴッドランド／GODLAND』を３月30日
（土）よりシアター・イメージフォーラムほか全国順次公開いたします。

https://godland-jp.com/

北欧で最も注目を集めるフィルムメーカーのひとり、アイスランドの気
鋭フリーヌル・パルマソン監督による最新作で、「予測不能な展開に釘
付け」「壮大なスケールに思わず息をのむ」と世界で絶賛されております。
またアイスランドの絶景を堪能できる作品にもなっております。

傾斜の緩い氷（全て標高差６００ｍ以上）を登る経験を

積んでいた。これらのクライミングは海外のアルパイ

ンクライミングでしばしば出てくる６０ 度前後の氷を

無限に登る能力を養うのに役立つ。しかし、これに関

してはより重点的にやってもよかったと感じる。北海

道では層雲峡のマルチピッチをひたすら往復、継続す

るトレーニングも有効だろう。

　 また、神威岩ドライツーリング、冬季小樽赤岩、錫杖、

滝谷などで冬季装備（アイゼンやテムレス）での比較

的テクニカルな登攀（安易に落ちれない状況での５．

１０ａ程度）に慣れ親しんでいたことが下部岩壁での登

攀で役に立った。特に小樽赤岩ではアプローチの至

近さにも関わらず１月～２月の厳冬期には本格的か

つテクニカルな冬季登攀のトレーニングが行える。道

内クライマーにはかなりおすすめだ。

　また、今後に向けての課題としては以下のものが挙げ

られる。

①体力
→ 今回、壁の中での１日の最大獲得標高は２日目の５５０

ｍで、行動時間は１１時間半であった。つまり、時速４８

ｍとなる。そのうちスタカットは２ピッチで、それ以外

は同時登攀であったことも考えると、お世辞にも早い

とは言えない。上部氷瀑の登攀に３時間半（これも早

いとは言えないが）かかったことを抜いても４５０ｍを８

時間、つまり時速５６ｍとなる。勿論、ラッセルや高度

障害などの影響があるためこれを遅いと言い切ること

はできないが、改善の余地があるように感じる。

　 体力と言っても何日も壁の中で動き続ける長時間行

動系の体力と、ある区間をスピーディーに行動する

ランニング的な体力があるが、このどちらもまだアス

リートと呼ぶには程遠いレベルであると今回改めて

実感した。前者については、アプローチの遠い壁を１

日で登り切る、アプローチの近い壁を１日で何本も継

続する、そしてそれを複数日連続で行う等のトレーニ

ングを実践してきたが、強度が足りなかったように感

じる。特に北海道の冬壁やアイスはアプローチがあま

りにも近いものが多く、意識して継続登攀を行わなけ

ればトレーニングとしての強度が不足してしまいが

ちだ。後者についてはトレイルランニング、水泳等に

よって純粋な心肺機能を向上させるトレーニングが

考えられる。今回は特に上部の雪壁ですぐに息が上

がってしまったため、心肺機能の強化は特に重視して

いくべきだと感じた。

②純粋なロッククライミング能力
→ 今後、地球温暖化が進むことによって、世界中のあら

ゆる壁はよりドライになっていくことが予想される。

かつては氷雪に覆われていたセクションが岩壁とな

り、より高度なロッククライミング能力（特にトラッ

ド）が求められることになるだろう。また、クライミン

グ能力が向上することによって、アルパインクライミ

ングにおけるラインの選択肢も増える。

③語学能力
→ 英語はもちろん、南米ではスペイン語ができなければ

意思疎通が困難なケースが多々ある。言葉が通じれ

ば、救助等の緊急事態や、町での情報収集、アプロー

チの交通手段の手配など、登山活動に関係する諸々

がスムーズにこなせることに加え、何より町での人と

の交流がより充実したものになる。今回スペイン語で

のコミュニケーションがうまくいかず、歯がゆい思い

をしたことが何度もあった。
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ろである。具体的には北中部に生育するブナ原生林、カ

エデ類・ツツジ類などの夏緑樹林、中南部に生育するシ

イ・カシ類などの常緑広葉樹林の種多様性や近年大き

な問題となっているシカ被害状況の観察・調査、石灰岩

地帯特有の近江カルストなどの地質調査を通した取り

組みを実施しているところである。他県で精力的に取り

組まれている「登山道整備」「植林」「外来種対策」といっ

たSDGsな取り組みを意識した活動になっていないのが

現状である。

　近江盆地に限らず地球生態系は生物界も含めて長い

歴史の産物であり、生物と環境が絶妙なバランスを保っ

て持続している。私たち人間は、この自然を巧みに利用

して生きているのだが、自然の美しいバランスを大きく

崩すことのないよう配慮しなければならない。無謀な開

発は自然を荒廃させるものであり、結局は人々の生活ま

でをも破壊してしまうことをわれわれは正しく認識しな

ければならない。

（滋賀県山岳連盟自然保護委員長　森田光治）

　滋賀県は、４００ 万年の

歴史がある琵琶湖を中心

に、北部は滋賀県最高峰

である伊吹山（１,３７７ ｍ）

をはじめとする伊吹山地・

野坂山地、東部は鈴鹿山

脈、西部は比良山地に比

叡の山並み、そして南部

は信楽高原や甲賀丘陵に

囲まれている。気候的に見ると南部は太平洋型の温暖

な地域であるが、北部や西部は冬に日本海からの北西の

季節風により積雪量も多い日本海型気候であり、それゆ

え山間部には豊かな植生が観察される。

　滋賀県山岳連盟自然保護委員会では、滋賀県を湖北・

湖東・湖南・湖西の４地域に分割し、そこに属する山岳

地を踏査して、主に森林生態系を中心に植生や地質な

どの自然観察を通して滋賀の自然について研修を行っ

ている。以下は活動の目的と方針である。

目的と方針
〇目的　① 野外での活動を通し自然に親しみ、地域へ

の理解を深める。

　　　　② 野外での活動を通し自然保護の意識を高め

られるようにする。

〇方針　① 地域の理解を深めるために県内および近隣

府県の適地を選び、主にルートの調査、自然

観察会や歴史探訪などを実施する。

　　　　② 自然保護の意識を高められるようにするた

めに山行中の清掃活動や自然保護に関わる

研修会を実施する。誰もが取り組める内容

を大事にする。

　現在の活動では、滋賀県の自然を植物学的・動物学

的・地質学的・歴史学的といったさまざまな視点で観

察し認識・理解することをその骨子に据えているとこ

滋賀県山岳連盟自然保護委員会のSDGsな活動
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３．会議成立状況報告
　理事数 ２９ 名中２５ 名出席（開会時）、監事
数２名中１名出席（定款第 ３３ 条、定足数＝
１５名（１/２超、決議は出席理事の過半数を
もって行う。）
４．議長選出
　丸会長が議長を務める（定款第３２条）。
５．議事録署名人
　会長及び監事（定款第３４条）
６．議　題（注．審議順に記載）
議案第３号　岳連、協会推薦表彰者
　小野寺専務理事が配布資料を基に説明
し、賛成２４名（議長を除く）で、承認された。
議案第４号　指導委員会推薦者
　小野寺専務理事が配布資料を基に説明
し、野村理事が補足説明をし、指導委員会か
ら推薦承認されている。
　賛成２４名（議長を除く）で、承認された。
議案第５号　ＢＪＣの開催について
　町田ＳＣ部長が、現状の説明をした。２
月初旬に、佐賀県多久市で、ボルダ―、リー
ド、スピードの全種目を実施するとの方向に

２．丸会長挨拶
　総会後６か月がたち、このような状況に
なってしまったこと、臨時総会、臨時常務理
事会、理事会で、説明が至らず誤解をまねい
てしまったこと、私のリーダーシップが、皆
さんを安心させるものではなかったことに
ついては、私の責任だと実感している。複数
の岳連や、一部の理事から退陣せよと言わ
れているが、短期借り入れを行い、連帯保証
責任を負ったこと、赤字解消の具体的な策
ができていないことから、今基金を成功させ
ることが第一優先とおもう。また、ＪＭＳＣ
Ａにとってどうするのが良いのかということ
も考えている。基金による現金確保と債務
超過などを乗り越えなければならない。一
部顧問から、自分（丸会長）は、外部理事な
ので、岳連の窮状がわからないのではない
かともいわれており、３年半の経験では、皆
さんの経験とギャップがあり、短期間でそれ
を埋めることは難しいが、ＪＭＳＣＡが一つ
になることが重要と思いますので、ぜひご理
解をいただきたいと思います。

〇日　時：令和　５　年１２　月　１４日（木）
　　　　　１４：０５−１９：４０
〇場　所：ＪＳＯＳビル３Ｆ会議室１と
　　　　　Webのハイブリッド会議
○出席者：丸会長、蛭田・飛松・吉田・
　 山本各副会長、小野寺専務理事、古賀・

赤尾・町田・望月・栗田（１６：００から離席）
各常務理事、小日向・佐藤・前田・野村・
小髙・中橋・水村・山口（１６：１５から離席）・
島田・西谷・畑中・中島・平田・小田部
各理事（１４：３５から離席）以上２５名、古屋
監事、以上１名

〇欠　席：安井・濱田常務理事、樋口・
　杉本理事、佐久間監事

１．開　会

令和５年度	第12回
ハイブリッド理事会報告

JMSCA 会長　丸 誠一郎

UAAA（アジア山岳連盟）総会・ネパール山岳連盟50周年記念式典のご報告

　２０２３年１０月３０－３１日の二日間、恒例のUAAA General 

Assembly（the Marriot hotel in Kathmandu）に出席いた

しました。今総会は、９か国から１３人の会員、３０人のNF

代理出席人が参加し、UIAA（国際山岳連盟）からPeteer 

Muir会長、UAAA特別顧問の神崎忠男顧問も来賓として

出席され、今、アジア各国のNFが抱える登山愛好者の高

齢化、単独登山、ネパール、インドにおける、Mountain 

Protection（自然保護活動）について、活発な意見交換が

行われました。

　小職は、今 JMSCAの登山部門において、抱えている

課題について、スピーチ（５分）し、特にパンデミック以

降急増した、国内の遭難事故と「雲の平」と「大山」にお

ける自然保護について、お話ししました。また、２０２２年に

小野寺専務理事が日本の代表として約束してきたUAAA

３０周年in NIIGATAについて、詳細に説明し、是非、歴史

文化の里である「弥彦」にいらして頂きたい旨を、丁寧に

お話ししました（内容は、右記ＱＲコードをご参照くださ

い）。また、小職の後、神崎特別顧問が、「高頭祭」の山岳

歴史に関る背景と、その伝統文化について、画像をまじ

えてお話しされました。

　翌１１月１日は、ネパール山岳協会（NMA）の創立５０周

年記念式典及び祝賀会（the Army club）が開催され、神

崎特別顧問はポカラ 国際山岳博物館（２００４年２月５日開

館）の建設において、多大なる資金援助をされた功績、

足立典子氏はネパールにおける長年の国際的厚生医療

支援について、廣江研氏はネ日山岳友好活動への偉大

なる貢献が讃えられ、ネパール民主共和ネパール民主

共和ラム・チャンドラ・パウデル大統領（Rt Honorable 

President of Nepal Ram Chandra Paudel）から、感謝状

が授与されました。この表彰に際し、神崎特別顧問は、

UIAAのＭｕｉｒ会長、UAAAのIn-Jeong Lee会長等と共

に国家軍が用意した花馬車に乗り市内をパレードし、カ

トマンズ市民、NMA、UAAA関係者の皆様と共に、祝典

に花を添えました。
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３ ．基金設置による定款変更について反対
された。

　 説明責任、責任問題が不明確な中で、定
款を変更することに納得がえられていな
いと理解している。

４ ．外部理事が増え理事会に、岳連の意見が
反映されていない様に見える。将来像の
議論がされていない中で、定款変更等が
進めていることが問題視されている。

（回答案）
　 外部理事、女性理事の登用については、ス

ポーツ庁、内閣府からのガバナンスのガ
イドラインや規程に基づいている。４７ 都
道府県の意見が反映していないとのこと
だが、ＮＦとしてはバランスをとりながら
やっていかなければならない。
議 案第１２号　臨時総会を受けての加盟団
体振興推進プロジェクトチーム（以下Ｐ
Ｔ）からの質問について

　最初に、古賀常務理事が同ＰＴの成り立
ちの説明をした。その後、以下の質問と回答
が述べられた。
１ ．ＳＣ部が予算を無視した背景と対応状況

について
　古屋監事が以下のように説明した。
　 予算管理規程で管理者となっている主管

理事、担当理事、委員長が規程を守ってい
ない。今、規程を無視した理事が誰かを特
定している。１２月中には責任問題の結論
を出す予定。組織として許してしまった
理事会、監事の責任でもある。組織の最終
的な責任者である会長も対象となり、理
事会で代表権を返上するかどうか、また、
総会で理事のはく奪を決定するというこ
とも考えられる。

２ ．旅費の予算を大幅に超えた執行（予算に
対して１０倍の執行実績）の件について

　 旅費出張予算はあやふやで、詳細設定さ
れていなかった。設定した予算も低すぎ
る。予算管理上行うべき、補正予算を組む
などの管理も、行わなかったということが
問題である。出張先や出張者の取捨選択
も十分でなかった。内訳を明確にしてく
れという要望を出している、専務理事、事
務局で提出可能な資料を提出する。

３．ＢＪＣの開催場所について
　 スポンサーへの違約金、開催場所が変わ

ることによる違約金などが発生するとの
ことで理事会で協議されたが、事実はど
ういうことか。

（回答）
　 ＪＭＳＣＡは、従来から優先予約の仕組み

を利用してきた、一度キャンセルすると、
その後の優先予約や再開は制約がでるこ
とは、今年夏に聞いていた。その後の詳細
確認（９月ごろ）で、今年度キャンセルし
ても、次年度予約がはいっていれば、開催
予約は可能とのことだった。

（補足説明）
　 理事会が、正しい判断をするための正確

な情報ではなかった。
　 協議中に出された情報が正しくないため

理事会内で不信感があり、その空気が、Ｐ
Ｔや岳連に伝わっている。この不信感を
払拭しないと先に進まない。

その他意見
（会長）
＊ 短期借入の連帯保証（５，０００万円）以外に、

自分の方で別途融資となると、個人では

＊ 日程素案としては、２月８日理事会で正式
通知、２月末払い込み、第１回目の告知と
締め切りを早くしたい。

＊ また、事務的な手続きについても承認を
えたい。

＊ 加盟団体振興推進ＰＴ及び、加盟団体か
ら、基金の安全性や返還手続きに　つい
て、懸念や反対の声が出ている。

質疑応答
＊金額が集まらなかったらどうするのか。
＊ 預かった金額がそのまま基金となり、基金

の総額が正味財産として計上される。
＊ しかし、借入金を返却して、余剰金が出な

いと返還ができない。
　募集要項（案）の内容を確定する必要がある。
募集金額について
　キャッシュフローで足りない金額、あるい
は、正味財産を満たす金額等が案としてある。
その他意見
＊ 早めに決めて、ＨＰで公開したほうがよい。
＊ クラウドファンディングについては反対

の岳連もあるので、並行して対応していき
たい。

＊予算を超えた執行は許されない状況。
＊ 今のままだと基金が集まらない。理事会

の一致団結がないと難しい。
＊ キャッシュフローの足りない部分を再確

認して目標総額としてはどうか。事務局職
員の退職金を確保する必要もある。

＊ 理事会最後に当件の採決を取り、基金設
置にかかわる規程について以下のように
承認された。

　賛成１８名、反対０名、棄権１名（古賀常務
理事、栗田常務理事、小田部、小日向、平田、
山口理事離席）
報 告第７号　近畿からの質問についての回
答案について

　丸会長が、回答案について説明した。
１．助成金の補助金額の削減について

（回答案）
　 ＪＯＣからの助成金の一方的な削減が

あったと６月総会時に伝えたが、赤字調
査委員会の調査の結果、事務局と強化委
員会とのコミュニケーション不足の問題
から発生したことが判明した。今後、この
ようなことが起きないように原因究明と、
なぜそうなったのか、責任の所在を含め、
監事及び顧問弁護士により、責任問題の
法的調査がおこなわれている。

　 補助金については、総額だけでなく、強化
委員会と事務局がカテゴリー別に使用金
額を共通理解したうえで、使用していくこ
とが必要である。

２ ．規程を無視した理事や関係者が責任を
取り、退任させた上で新規体制での対応
が必要ではないか。

（回答案）
　 前競技委員長に競技の管理を任せた会長

の任命、監督責任もあると理解している。
責任問題を明確にしつつ、並行して、再
建に向けた活動が第一優先と考えている。
競技関係に利害関係者がいるとの件につ
いては、利益相反については、スポーツ庁
の指針、規程に基づいて対応していく。今
年度は、事前調査含め、大きく改善されて
いる。

　 当件を含む赤字検証委員会で指摘された
責任問題の調査と追及は、監事と弁護士
で進めている。

なっている。正式に、承認されたら１２/１５に
HPに案内を掲載予定。
　ＢＪＣ佐賀の開催について採決を取り、以
下のように承認された。
　賛成２３名、棄権１名（西谷理事）
議 案第６号　全国理事長会議について（日
程確認）

　小野寺専務理事が配布資料を基に説明し
た。議事は提案の通りで、日程をどうするか
を協議した。
　第一優先の２月１０日は、ＢＪＣの大会な
ら中座可能、また、部屋も確保済み。２月１０
日開催と議事の中身について賛否を取り、
以下のように承認された。
　賛成２４名、棄権０名
議 案第７号　参与の推薦について（前監事
中畠正喜氏）

　小野寺専務理事と古屋監事が説明し、御
本人から監事の責任を全うできなかったが、
今後のＪＭＳＣＡに寄与したいとの希望が
ある。
　賛成２４名、棄権０名
　賛助会員としても、異議なく承認された。
議 案第８号　小田部理事をマーケティング
担当にすることについて（丸会長）

　丸会長が配布資料を基に説明した。すで
にマーケティング活動の一環で以下のよう
な実績があり、現行スポンサーの維持、開拓
活動をやりやすくするために提案した。
＊スポーツクライミングでの貢献
＊選手マネージメントへの貢献
＊ スキーモでのスカイＡでの関係と、実績等

について
質 問：工数的な懸念がある。ＪＭＳＣＡは、

現契約を含め検討した方がよい課題があ
る。山岳スキー委員会の内部の役割分担
についても次回、報告してほしい。

回答：次回理事会時に説明したい。
質問：委員会内の役割は何か。
回答：副委員長としてお願いしたい。
　賛成２２名、棄権１名（赤尾事務局長）
　＊ 小田部理事が賛否に加わらなかったた

め２３名で採決
　畑中主管理事が、マーケティング委員長
と協議し、合意したうえで、常務理事会に提
案するというのが正規の手続きなので、そ
の手順を踏むことが確認された。
議 案第９号　ＳＫＩＭＯについて（小田部理事）
　小田部理事が、配布資料を基に以下の説
明をした。
１ ．ＷＣスペイン強化、スイス大会（１/２２–

２/７）
２ ．ＪＯＣ選手強化本部選手強化事業専門

部会に任命。ＪＯＣに後日報告。
３ ．日本選手権開催（宇奈月２/１８、八方３/

１６，１７）
４．中国スキーモ招待大会報告
　赤尾事務局長が、１２−３月の事業内訳に、
１，３の事業の金額の裏付けがない（執行伺
い）と、承認できないので、提出をお願いし
たいと伝えた。理事会として、２番は承認し
たが、１．３の事業については、年内に臨時
常務理事会を開催し、そこで最終承認をす
ることになった。
議 案第２号について　基金設置取り扱い規
程

　望月常務理事が配布済資料を基に説明し
た。日程と、募集要項（総額、一口当たりの
金額、期限等）を決めていただきたい。
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寄贈図書
(公社）日本ネパール協会 「会報」2024年春号　No.264 会 報

(公財）日本スポーツ協会 「JSPOスポーツニュース」Vol.155、156  「JSPOフェア
プレー」Vol.155、156  「JSPOスポーツ医・科学info」 会 報

日本勤労者山岳連盟 「登山時報」冬号 No.582 会 報

（公財）健康・体力づくり事業財団 「健康づくり」No. 550 会 報

㈱日本運動具新報社 「スポーツ産業新報」第2423号,第2424号,第2425号 新　 聞

（一社）愛知県山岳・スポーツクライミング連盟「愛知岳連ニュース」第451号 会 報

（公社）日本武術太極拳連盟 「武術太極拳」No.408 会 報

株式会社ネイチュアエンタープライズ 「岳人」2024　March　No.921 情報誌

特定非営利活動法人全国少年女子レスリング連盟 連盟創立40周年記念誌発行にあたり 会 報

（株）山と渓谷社 「山と渓谷」2024  3月号 №1074 情報誌

㈱オービックビジネスコンサルタント 「奉行EXPRESS」2024WINTER通巻台108号 情報誌

東京野歩路会 「山嶺」Vol.101 No.1128 会 報

おいらく山岳会 「山行手帖」No.771’24.3 会 報

（公社）日本山岳会 「山」2024年（令和6年）2月号　No.945　 会 報

（一財）日本防災・防災協会 「地域防災」NO.54 会 報

女性スペースを守る諸団体と有志の連絡会「トランス女性は「女性」ってほんと？  女性スペー
スを守る法律を！」 会 報

令和５年度	第14回
ハイブリッド理事会報告

〇日　時：令和６年１月１１日（木）
　　　　　１４：００−１８：５０
〇場　所：ＪＳＯＳビル３Ｆ会議室１と
　　　　　Webのハイブリッド会議
○ 出席者：丸会長、蛭田・飛松・吉田・山本

各副会長、小野寺専務理事、古賀・濱田・
赤尾・町田・望月・栗田常務理事、濱田常
務理事（１５：２５から参加）佐藤・前田・

　 野村・小髙・中橋・水村・山口・島田・西谷・
畑中・樋口（１６：５０退席）・平田（１５：４５退
席）・中島・小田部各理事以上２８名、古屋、
佐久間各監事以上２名

〇欠　席：杉本理事（体調不良のため）

１．開　会
２．丸会長挨拶
　元日からの地震発生や、羽田空港の事故で
関係される方々はご苦労が多かったのではな
いかと思います。厳しい環境の中心からお見
舞い申し上げます。ＪＭＳＣＡとしても正し
い運営をし、新春懇談会でも固い決意と結束
を示していきたいと思いますので、ご協力を
お願いします。
３．会議成立状況報告
　理事数２９名中２７名出席（開会時）、監事数
２名中２名出席（定款第３３条、定足数＝１５名

（１/２超、決議は出席理事の過半数をもって
行う。）
４．議長選出
　丸会長が議長を務める（定款第３２条）。
５．議事録署名人
　会長及び監事（定款第３４条）
６．議　題（注．審議順に記載）
議案第１号　議事録の承認について
　第１２回、１３回理事会議事録は事前送付が
完了しておらず、未承認。来月の承認となり
ますがよろしくお願いします。
議案第３号　基金拠出について
　望月常務理事が配布済資料を基に説明し
た。基金目標金額として、年度末でキャッ
シュで足りない分としたが、追加で借入れて
いる金額５０００万円を返済して自走できるよ
うにするということで、目標金額としてはと
考えている。
　申し込み期間は、明日１月１２日から、２月
２３日まで、払込期日３月１０日とした。目標金

対応しきれないので、当初考えた自分から
の融資はとりやめた。

＊ 自分の性格を変えることは難しいが、岳
連やＰＴからの質問には誠心誠意対応した
い。

＊ 近畿は、対面で話せる機会がえられれば、
ぜひ直接訪問し対話を進めたい。

＊ 議案第１２号に対する回答は、文章で出す
予定。

（他の理事の意見）
＊ 会長は、事実を特定の人に伝えるだけで

なく、理事全体に共有していただきたい。
＊ 問題は、岳連から基金があつまるかどうか

ではないか。　
＊ 今後（将来）ＪＭＳＣＡはどうしていくか

の協議は必要ではないか。
＊ 今、現金を用意しなければならない中で、

ＪＭＳＣＡとして、会長退任の動議を出し
て、協議している場合ではないのではない
か。

＊丸会長からの正式な話がいただきたい。
＊ ＪＭＳＣＡのために、会長を支えたいと

思っているので、会長から事実をそのまま
説明して欲しい。

＊ 会長には最終的には辞任してほしい。し
かし、ＪＭＳＣＡの信用を失うわけにはい
かない。任期途中は問題あり。

＊ どこかの時点で、辞任をせざるを得ないの
ではないかと思う。それを条件に岳連に
基金協力の話をできないかと考えている。
議 案１１号　組織管理運営規程の改定につ
いて

　古賀常務理事が配布資料を基に、定款に
合わせた変更内容を説明した。
　これ以外の変更（ＳＣ関係）を含め、全体
確定したうえで、ＨＰに掲載する。
　構成団体、加盟団体の違いはなにか。定義
を明確にした方がよい。
→加盟団体に統一する。
　 次回の理事会で、当規程の再度承認を得

ることになった。
議 案１０号　検討事項−利益相反について
（丸会長）報告事案

　丸会長が配布資料を基に、業務委託契約
に至る経緯を次のように説明した。
　競技副委員長：競技会に関する使用時間、
コスト、競技会の改善可能性を提案した。
　競技委員長：理事としての業務はできな
いとの希望がある。競技の仕事は一人では
うけられない。副委員長も一緒でなければ
成り立たない。
　その後、上記２名の業務委託契約につい

ては小野寺専務理事に預けた。
小 田部理事：略歴書、ＪＭＳＣＡのビジネス

とのかかわり、実績を説明。
平 田理事：ＪＭＳＣＡとの関係、実績等を説

明。
今後の課題として、
　 利益相反の基準を作成し、事案ごとに判

断できるようにする。
　 具体的には、２０２３ 年度年度末を目途に作

成、２０２４ 年から施行予定とガバナンス委
員会の予定としている。

その他意見
　 提示された内容だけでは判断しようがな

い。業務委託契約で、社会的にやってよい
こと、反社条項（反社会的勢力の排除に関
する条項）が含まれていなかったのは不
十分。また、当件が会長と専務理事だけに
限定され、情報開示しなかったのはおか
しい。今後、チェック機能をどう働かせる
かがポイント。ＳＣ部内でも、検討してい
ただきたい。

７．報　告
報 告第１号　月次報告について（キャッシュ

フロー、資金配分）
　赤尾事務局長が現状を以下のように説明
した。２月で現金はなくなる見込み。行政
からの補助金、退職金はまだ不確定なので
キャッシュフロー計算に入っていない。ま
た、ＳＣ強化、山岳スキーの最新見込も入っ
ていないので、今後精査が必要である。
８．その他
　１２/２６ＰＭ１４−１６：００で臨時常務理事会

（後日理事会）を実施予定。
予定議題
＊山岳スキーの事業承認
＊常務理事会開始時間、内容等
　 尚、以下の報告は、時間切れで、割愛され

た。
報 告第２号　新春懇談会、日本山岳グラン

プリについて（規程変更要）
報 告第３号　博報堂レベニュウシェアにつ

いて
報告第４号　登山指導員認定承認について
報告第５号　ＳＣ指導員認定承認について
報 告第６号　パラクライミング協会との協

力について
報 告第７号　近畿からの質問について返答
（会長）について

報 告第８号　日新火災海上保険バナー広告
について

以上
令和５年１２月１４日 記録　赤尾　浩一
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その後理事会メンバーに配布する。２月３日
に理事長あて事前資料として送付予定。
７．報　告
報告第２号　新春懇談会について
　小野寺専務理事が配布資料を基に、新春
懇談会、顧問参与会の式次第、担当を説明し
た。また、全日では顧問参与会は行わないこ
とを再確認した。
報告第３号　新潟全日大会について
　望月常務理事が説明した。９月２１日から
２３日で実施。環境庁、スポーツ庁、三井住友
海上に後援依頼予定。
報告第４号　旅費について
　赤尾事務局長が現状の執行状況を説明し
た。年間管理費旅費予算に対して、約２２―
２５万円しか残っていない。
お 願い：２−３月開催の事業が多くなる。１

−３月の旅費執行伺いの事前提出をお願
いしたい（１月２６日まで）。

超 過金額の内：ＳＣ普及、競技会等で発生し
たものも一部管理費で計上されている。

　 負担先として各委員会へ変更する。
　 事務局の人間が事業サポートに行く場合

には、その委員会に旅行費用を計上する。
（例：事務局員がサポートに行った際に発
生した旅費（４５万円）事業したＳＣ普及委
員会が負担とする。）委員会で行うものは、
委員会で予算化。

　 委員会に属さない理事が業務としていく
場合には、委員会に請求する（旅行命令）。

　 請求先がどこか不明な場合には、小野寺専
務理事、赤尾事務局長あてに送付。業務命
令は、専務理事がメール等で行う。

　（以下の報告議案は、常務理事会で決定し
た内容で、配布資料を基に小野寺専務理事
が報告した。）
報告第４号　令和６年能登半島地震
　１月１３日新春懇談会で募金箱を設置し、
石川県岳連あて送付する。
報 告第５号　後援依頼書（住友商事イベン

ト）について
報告第６号　公認大会申請について
報告第７号　指導員認定−登山部について
報告第８号　指導員認定−ＳＣ部について
　（以下の２点については、蛭田副会長が説
明した。）
報 告第９号　クラウドファンディングにつ

いて
　クラウドファンディングは延期、手ぬぐい
等は来週配送。岳連に目的、内容を周知した
うえで再立ち上げすることを伝えた。
報告第１０号　ＵＡＡＡのイベントについて
　長岡市へ助成金申請予定。予算について
は、古賀登山部長に相談することになってい
る。地震による影響は今のところなさそう。
事業規模を再確認することが必要。
 以上
令和５年１月１１日 記録　赤尾　浩一

＊ 銀行口座は、普通預金とし記帳ができるこ
とが必要。

＊ 来週中に臨時理事会（Zoomで実施。１/１７
　１８：００から）を行う。
議�案第２号　登録選手規程細則改定（ガバ
ナンス委員会）について

　山口理事が配布資料を基に説明した。
　５月実施（次年度）分から、値上げする件
について採決を取り、承認された。
Ａ登録 ５０００円―＞７５００円
Ｂ登録　１９歳以上 ２０００円―＞３０００円
　　　　１９歳未満 １０００円据え置き
　２７名中（平田理事退席）。賛成２４名、反対
２名（濱田常務理事、赤尾事務局長）、棄権１
名（畑中理事）
議�案第５号　スポーツクライミング選手選
考基準変更について

　安井常務理事が画面から説明した。
ワーディングについて一部変更が必要との
意見が出た。詳細変更は、安井常務理事、西
谷理事で決定し、後日、理事に共有する。
提案について、以下のように採決、承認され
た。
　２６名中（平田・樋口理事退席）、賛成２６名＊、
反対０名、棄権０名
＊ 山口理事：赤字の部分を分かりやすく変更

することを条件としたうえで賛成。
議案第６号　登山月報について
　濱田常務理事が画面に表示した内容をも
とに、月報支出抑制案を説明したのちに
　以下の意見がでた。
− 隔月発行でも、編集ボリュームは減らない

ではないか。
−印刷、発送にお金がかかっている。
− 顧問参与を含み、希望者のみ、選択的に特

定あて先のみ紙への出力と配布を残して
はどうか。

− 広告費（瀬田工業など）が収入として発生
している。

− 理事会報告を正確にしてほしいという要望
も出ている。

− 紙媒体による保管や、配布は岳連にとって
も負担が大きい。

− 顧問参与を含み、希望者のみ、選択的に特
定あて先のみ紙への出力と配布を残して
はどうか。それ以外の人は、Webからの取
り出しとする。

　松本委員長、前田理事、蛭田副会長で協
議、議論し提案していただくことになった（顧
問、参与委員会でも発表する）。
議案第４号
　全国理事長会議への質問事項に対しての
回答責任者を以下のように担当することに
なった。
質問事項への回答者
１．古屋監事
２．同上
３．濱田常務理事
４．丸会長
５．赤尾事務局長
６．丸会長、
７．丸会長、町田ＳＣ部長
８．望月常務理事
９．赤尾事務局長
１０．古屋監事
１１．町田ＳＣ部長
１２．蛭田副会長
　１月２９日（月）までに事務局あてに送付。

額に満たない場合には、その金額が基金金額
となり、超えた場合にはその目標金額に合わ
せて、一律で減らす。
　目標金額を決める前に、報告第一号の月次
財務状況の説明を聞くことになった。
報告第１号　月次報告、キャッシュフローに
ついて
　赤尾事務局長が、配布資料をもとに、１２月
末日のキャッシュフロー状況を説明した。
＊ １２月に７０００万円のキャッシュが入金され

た。
＊ 先月の未払い支出予定金に対して実際の

支払い金額が少なかった。
＊ １月以降３月までの個々の事業内容を確認

し発生見込み金額が、少なくなった。
　上記理由から、３月末で１６００万円足りない
ところまで不足資金は少なくなっている（前
月は４０００万円弱足りなかった）。

（補足情報）
− ５月にＪＯＣ，ＪＳＣの今年度の事業に対し

ての精算払いがされる。
− 山岳スキースポンサー料金が、１−４月に

払い込まれ、収入が増える見込み。支出は、
変わらないが、上記増額分を次回キャッ
シュフロー計算に追加する。

− ＳＣ強化：ＪＯＣから追加補助があったが、
それを使用すると、１/３がＪＭＳＣＡ負担
となる。ＪＯＣ負担が１００％の事業のものを
除いて、アジア予選が終了後、最終的に残
金があれば使うが、なければ使用しない。

− ＳＣ強化、国際の使用内訳と残金について、
現場委員会の試算と月次決算数値と異な
るので別途確認が必要。

法人管理費について、
＊ １−３月に予定している退職者２名分の退

職金も、キャッシュフロー計算時に考慮す
る。

＊ 管理費全体：予算に対して実績が、超過し
ている。オーバーしている部分は、次のア
クションとしてどうするかといったことを
常に考える必要がある。

　議案第３号に戻り、協議を再開した。
　募集内容（案）は、以下のような案となった。
１．基金目標金額：５０００万円
　 （追加の借入金を返済して、自走できる金

額）
２ ．説明内容：損害賠償問題の進捗状況、日

程等
　 ２０２２年度損害賠償請求について旧理事１

名保険申請。萩原弁護士から瀬田工業へ
申請手続きを開始した。

３．払込期日：３月８日（金）
４．募集事項の配布方法について
　 書面で流すだけでは、どの岳連も対応しに

くいだろう。
　 （大阪からの問題提起への対応や、詳細説

明がないとだめ、責任問題は、最短でも２
月末が最速という状況も含め。）説明会を
できるだけ早く実施すること。

　上記募集要項（案）について採決を取り、
以下のように承認された。
　（議長を入れて２８名）賛成２７名、反対１名

（佐藤理事）
今後の進め方について
＊ 今月中に説明会（１/２１　１０：００−１２：００、

１/２２　１８：００−２０：００）を行なう。
　丸会長、小野寺専務理事、望月常務理事、
財務委員会で詳細を詰める。

「登山月報」No659号掲載で臨時理事会報告の番号が
間違っておりました。ここにお詫びして訂正させてい
ただきます。

誤　令和５年度　第12回
正　令和５年度　第13回

〈お詫びと訂正〉〈お詫びと訂正〉
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編集後記表紙のことば表紙のことば
　東京湾や浜金谷方面から望む鋸山は、新
緑の中に見事な岩壁を見せている。標高はわ
ずか３２９㍍ほどであるが、ほぼ海岸から登る
この山は登りがいのある山である。北面の石
切り場跡や南面の日本寺など史跡にも恵ま
れ、首都圏からのハイカーで賑わっている。
　山上からの景観は東京湾を前景に富士山
をはじめ丹沢や伊豆の山々の眺望も素晴らし
い。また、富山、伊予ヶ岳、御殿山など、安房
三名山の景観も楽しめる。
一般社団法人千葉県山岳・スポーツクライミング協会

植草勝久

　４年ぶりに全日本登山大会（TOZAN Fes. 
２０２４ in CHIBA）が開催されました。登山に
は参加できなかったのですが、各メーカー
の販売会では色々購入できました。なかで
もポーラテックの生地売りで、フリースを
２メーター購入できたのは嬉しかったで
す。多くの人が参加するイベントは、登山
の情報や楽しさを共有できて良いですね。
　イベントと言えば今年の山の日イベント
は東京で開催されます。８月の山の日イベ
ントが待ち遠しいですね。山の日イベント
はhttps://www.yamanohi.net/ で確認でき
ます。 （松本光顕）

かすみちゃんのハイキング日記」
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